ニコニコ精神医療センター　　　　　　平成　　　年　　　月　　　日作成　第　　病棟　　記録者
アナムネーゼ第Ⅰ号
	青山　操 (アオヤマミサオ)
	性別　女性
	15歳

	
	○×県△□市在住

	診断名
	PTSD=心的外傷ストレス
	入院形態
任意入院
	入院
H○年○月○日入院

	主症状
	健忘→エピソード記憶？　抑うつ、神経衰弱

	入院時精神状態
	うつ傾向・健忘による記憶欠損疑い・活気見られず発語も乏しい
声かけによる反応性も弱く、周囲への無関心が伺われる。

	入院時身体状態
	KT＝36.3℃、BP＝97/54mmhg、P＝59回/分
その他一般バイタルサイン異常所見みられず

	入院までの経過
平成○年○月○日より、家族・知人との会話時においてしばしば物忘れが見られる。

青山氏本人も戸惑いを認め、症状に自覚あり、「靄がかかったように大事な何かを思い出せない」との弁。

同月×日より記憶の復古が起こったと友人に話すも、青山氏を知る者からは違和感のある内容であり架空性が強いとのこと。
この頃より性格の閉鎖性が見られ、うつ傾向、無気力感が見え始める。

翌月△日自宅にて夕食時突如錯乱起こし、自傷行為に及ぼうとする所を家族に抑制される。その後も泣き叫ぶ、粗暴行為など情緒不安定な様子が続いたため、同月×日に当センター受診。

問診及び各種検査後、心的外傷後ストレス障害(PTSD)との診断を受け任意入院。閉鎖病棟へ送られる。
また入院数日前より不潔強迫行動疑いと家族談あり。
	家族構成
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· 父母との3人暮らし

· キーパーソン母

	
	生育歴
19XX年生まれ、○月×日生まれ

○×県出身

公立○×幼稚園卒

公立○×小学校卒

私立○×中学校入学

· 精神疾患既往認めず
· 出生時先天性異常認めず


